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Agenda

DevOps とは何か？

 IBM DevOps の視点

特徴的なソリューションのご紹介
–デプロイ自動化 ― IBM UrbanCode Deploy

–テスト仮想化 ― Rational Test Virtulazation Server
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DevOps が求められる背景

転換期に求められるIT部門の役割とは（調査テーマより抜粋）

企業を取り巻く環境が激変しています。このような時代では、ユーザー企業の IT 部門は、従来
に増して全方位的な役割が求められています。クラウドやビッグデータなど多様化するIT環境への
対応、巧妙化するセキュリティ脅威への対策、さらには、ビジネスイノベーションを誘発するIT活用
の提案といった経営に直結する役割も求められるようになってきます。当然のことながら、既存のシ
ステムの保守・安定運用なども手を抜くことはできません。

主たるビジネスモデルとITとの関係

出典：日本情報システム・ユーザー協会 「企業IT動向調査 2014」 より抜粋
http://www.juas.or.jp/servey/it14/index.html
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革新と既存システムの最適なバランス
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最適化 革新

投資を振り分ける

ニーズを取り込む
Systems of 

Engagement

どこからでも、いつでも
知識を共有する

エンゲージメント・モデ
ル

Systems of 
Record

IT 基盤、
データ、

プロセスを最適化
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DevOps とは何か？

 ソフトウェア・デリバリーの手法
– リーン開発およびアジャイル開発の原則に基づき、事業部門から、開発、品質保証、および

運用に至るまでのすべての利害関係者が協力して、顧客 (ユーザー) から実際に寄せられた

フィードバックに基づいてソフトウェアを提供することを目的としています。

 ビジネスを継続的に改善するサイクル
– DevOps を支える原則は、継続的な製造品質の改善を目的とした、計画 (Plan)、実行

(Do)、評価 (Check)、改善 (Act) または調整 (Adjust) からなる

PDCA サイクルです。

– リーン生産方式のムーブメントは、このコアとなる手法を基に、

生産する製品を継続的に改善し、その生産プロセスにおける

無駄を常に減らしていくことを目指しています。

Do

Check
Act/

Adjust

Plan
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アプリケーション・デリバリーを反復的に成功させる
DevOps はリーンとアジャイルのプラクティスを拡張する
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開発 /
テスト

デプロイステア 運用

コラボレーティブ開発

継続的リリースとデプロイ

継続的テスト

業務担当者 開発者 オペレーター お客様

起案 マーケット

DevOps

継続的ビジネス計画 継続的モニタリング

リーンおよびアジャイルのプラクティス

継続的フィードバックと最適化
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IBM DevOps の視点
“攻めの IT” を実現するソフトウェアを継続的にデリバリーするための企業の組織的能力
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迅速に成果を得るために、
ソフトウェアデリバリーを

高速化する

革新する許容を増やす
ために、スピード/コスト/
品質/リスクのバランスを

調整する

顧客体験を向上するた
めに、フィードバック反映
の時間を短縮する

継続的カスタマー
フィードバックと最適化

コラボレーティブ開発

継続的リリースとデプロイ

継続的
モニタリング

継続的ビジネス計画

継続的テスト

運用
開発 /
テスト

デプロイ

ステア

DevOps
継続的

フィードバック

多くのお客様が IBM DevOps の実践によりビジネスの成果を享受されています
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IBM DevOps 適用モデル
DevOps のプラクティス、ツール、サービスを段階的に適用する計画と実施

フィードバック・
サイクル

生産的 非効率

効率

ステア プロダクト重視

アジャイル

自動化

コラボレーティブ

最適化

より予測可能的

より透過的

より継続的

プロセス重視

重厚なプロセス

手作業

分断している

開発 / テスト

デプロイ

運用

非効率 無駄ない よりスマート
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IBM DevOps – 幅広い領域をカバー
アプリケーション・デリバリー全般のボトルネックを解消
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開発 / 
テスト デプロイステア 運用

Rational Team Concert

Rational DOORS NG

Rational CLM ソリューション
Worklight Studio

Rational Quality Manager

Rational Test Virtualization Server

Rational Test Workbench & Mobile Edition

Rational Development and Test Environment for System z

InfoSphere Optim Test Data Management

UrbanCode Release

UrbanCode Deploy w/ Patterns

SmartCloud Orchestrator

SmartCloud Application 

Performance Management

SmartCloud Control Desk

継続的ビジネス計画 コラボレーティブ開発

継続的テスト

継続的リリリースと
デプロイ 継続的モニタリング

継続的フィードバック
と最適化

Tealeaf CX

Digital Analytics

Worklight Quality Assurance

Security AppScan

Agile planning and tracking
Application auto-scaling
AppScan mobile analyzer
Continuous delivery pipeline
Git hosting

Mobile application security
Mobile data
Mobile quality assurance
Monitor & analytics
Push

Bluemix DevOps services

RapidApps (beta)
Server-side code
Web IDE
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特長的なソリューションのご紹介
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アプリケーション実行環境の構築自動化
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IBM UrbanCode Deploy
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簡単な変更をした時に
本番展開するまでの
平均的な時間

4-6 週

デプロイの課題
開発から本番環境での運用までの距離
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34% のプロジェクトでは本番運用に到達するまでの時間が掛かり過ぎている

本番環境での問題で
展開が遅れている

45%

本番環境で
の運用

アプリケーションのテスト
環境構築に時間が
掛かり過ぎている

41%

開発

十分なテストができず
本番で障害が入る

51%

テスト

出展：2011年にIBMが大手の調査会社に委託して行ったサーベイ結果

GAP GAP



© 2014 IBM Corporation

リリース自動化による短縮

UrbanCode : アプリケーションのリリース自動化による課題解決

開発 構成管理 ビルド 統合テスト環境 ステージング環境 本番環境

アプリケーションのリリース・プロセス

人手による手作業

環境の複雑性
運用担当者の
作業負荷
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UrbanCode の価値

2. 品質の担保
品質ゲートによるプロセス制御

1. 容易な定義
ノンプログラミングによる容易なプロセス定義

3. リリース管理負荷の軽減
計画・実行・実績の可視化
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1. 容易な定義ーノンプログラミングによる容易なプロセス定義

• 事前定義されたテンプレートを利用することで、人手によるプロセス定義ミスを削減

• リリースプロセス構築、変更の容易性

事前定義された部品
（インストール、アンインストー
ル、ロールバックなど）

（順番1) Javaアプリケーショ
ンのインストール

（順番2) Webアプリケーショ
ンのインストール

(順番2) DBデータの追加
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2. 品質の担保ー品質ゲートによるプロセス制御

• 基準を満たしていないアプリケーションのリリースを防止することで
品質が担保されたアプリを常に本番環境にデプロイ可能とする

自動化されたリリース処理が、“勝手に実行されない”ようにコントロール

開発 構成管理 ビルド 統合テスト環境 ステージング環境 本番環境
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品質ゲートの設定

各環境ごとに設定
された品質ゲート
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各環境のアプリケーションのリリース状況の確認

各環境に、どのアプリのど
のバージョンがリリースさ

れているか
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• 各環境にデプロイされた証跡をExcel等で残しているケースが多いが、
情報が自動的に収集されるため、管理負荷を軽減可能

• リアルタイムで正確な情報が常に得られるため、問題分析時に非常に有効

19

3. 管理負荷の軽減ー計画・実行・実績の可視化



© 2014 IBM Corporation

自動化された一連の
リリースプロセス

リリース結果
（リアルタイム更新）
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リリース状況のリアルタイムな確認
～ リリース・ステップの詳細 ～
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過去のリリース実績の
統計レポート

21

リリース実績のレポート
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UrbanCodeの事例

リリースプロセスは相当の努力が必要であり、
手作業によるエラーでリリースが遅延していた。

 ソリューション：リリースプロセスの自動化

 結果：年間$2.3Mのコストを削減でき、2-3日
かかっていたリリース時間は、1-2時間に短縮で
き、事実上、テストチームの“停止時間”を無く
すことができた。

アプリケーションの変更を本番環境に適用する際に、
致命的な遅延が発生していた。

 ソリューション：継続的デプロイメントの拡大

 結果：容易にデプロイメントを拡大できることで、
デプロイメント時間を95%以上削減できた。また、
2ヶ月の実装の中で、250サーバーへのデプロイ
メントを実現した。

開発、およびテスト環境へのデプロイメントが遅い
ことに、アジャイル開発チームは苦悩していた。

 ソリューション：自動化されたデプロイ作業を開
発チームが、自身でデプロイできるようにしたこと
で、デプロイメント作業を効率化

 結果：数時間から、数分へデプロイメント時間
を短縮でき、これまで以上のサーバー数に対し、
より少ないリソースでデプロイを実現した。

複数のお客様構成や、ソフトウェアのバージョンの
管理が困難であった。

 ソリューション：デプロイメントの構成とバージョン
を自動的に管理

 結果：お客様の特定のリリースを実行できるよ
うになり、デプロイメントによる停止時間を90%

以上、削減できた。
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接続先を仮想サービス化して通信を伴う統合テストを前倒し実施
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IBM Rational Test Virtualization Server



© 2014 IBM Corporation

新たなテストツールの必要性： インターフェーステストの存在
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ｽﾏｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽ HostDB

メインフレーム

ブラウザー

サーバー

MQ/CICS

Web Service

ﾃﾞﾊﾞｲｽ個別IO

全銀プﾛﾄｺﾙ

ﾌｧｲﾙ転送

遅延！

チームＡ チームＢ チームＣ チームＤ

スタブ ドライバ

部分テストA 部分テストB

他チームとの依存性を減少させ、他チームの進捗に引きずられないテストを実現
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テストの効率化に関する外部接続システムの課題
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チーム４ チーム３ チーム２ チーム１ チーム４ チーム３ チーム2 チーム１依存先システム
の利用予定

チーム１

チーム２

チーム３

チーム４

システム
テスト

システムテスト用

テストできた時間

テストを待っていた時間

テスト時のシステム利用調整
にとても苦労している。

複数のプロジェクトが一つのシステムをシェアしてテスト
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外部接続システムとの依存関係における課題
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テスト対象
システム

テスト対象外
システム

テスト対象外
システム

テスト対象外
システム

テストに外部システムとのデータ連携が必要

外部システムと連携し
ないとテストができない

システムを借用する
必要があるため頻繁に

テストできない

自前のツールを作るに
も負担が大きい
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自動化と仮想化によるトータルなテスト効率化
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テスト対象
システム

テスト対象外
システム

テスト対象外
システム

テスト対象外
システム

通信相手シミュレーション
Rational Test Virtualization Server

自動電文投入
Rational Integration Tester

打鍵自動化
Rational Functional Tester

MQ,JMS,SOAP等、画面以外
により起動されるテストの自動化

マウス・キーボードにより
起動されるテストの自動化

外部システムからの折り返しを
シミュレート
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期待効果：仮想テスト環境により重大バグを早期検出
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課題

 システムテスト実施の遅延

 テスト環境構築に時間が掛かる

 リリース直前に重大バグが検出される

 テスト環境の構築・保守コストが高い

 リリースサイクルが長期化してしまう

効果

 【コスト低減】 テスト環境を容易に
構築でき、コスト削減

 「リスク低減】 早期に結合テスト環
境が準備できることで、バグを早期
に検出

 【期間短縮】 リリースサイクルを短縮

これまでの工程とバグ対応工数

これからの工程とテスト可能範囲

相互接続性
パフォーマンス

・・・・

終盤のバグ対応数が
減ることで、期間が短縮

単体テスト 結合テスト システムテスト

擬似アプリケーションを
導入した接続試験を

UT/ITフェーズから導入
することで、早期にバグ検出

単体テスト 結合テスト システムテスト

接続性に関する大量の
バグが終盤で一度に発生するのを

防止することによる効果
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仮想環境の構築および活用の仕掛け
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テスト対象
システム

テスト対象外
システム

RTW

リクエスト

レスポンス

トランザクション
記録

リクエスト

レスポンス

テスト対象
システム

テスト対象外
システム

リクエスト

レスポンス

Step1

– 実環境の接続

Step2

– トランザクションデータの記録

– トランザクションデータの可変

対応修正

Step3

– 仮想環境を使用してテストの実施
テスト対象
システム

RTW

リクエスト

レスポンス

トランザクション
記録
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Legacy

Database Mainframe

ERP

UDDI

Registry

Legacy

Database Mainframe

ERP

UDDI

Registry

LegacyERP

Database Mainframe

UDDI

Registry

仮想化されたテスト環境の利用イメージ①

依存先システムの振る舞いをキャプチャによりモデル化
仮想的な外部システム環境を複数のプロジェクトで共用

仮想アプリケーション環境

2

n

1

実環境

Application Interface Application Interface Application Interface Application Interface

チーム A チーム B チーム C チーム D

生成

Legacy

Database Mainframe

ERP

UDDI

Registry

利用時間、利用条件、テストデータに制限がある いつでも利用可能な、自由度の高いテスト環境、限られた資源でも複数作成可能
30
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仮想化されたテスト環境のイメージ②

チーム双方の合意仕様をモデル化し仮想アプリケーションを作成
テストの早期段階から共有することで、接続テストもスムーズに完了

チーム A

チーム B

Legacy

Database Mainframe

ERP

UDDI

Registry

チーム A

Legacy

Database Mainframe

ERP

UDDI

Registry

Legacy

Database Mainframe

ERP

UDDI

Registry
チーム B

仕様をモデル化

同じモデル、
同じデータ（IN/OUT）

を共有してテスト

接続テストもスムーズ

IN

OUT

IN

OUT

プロトコル
フォーマット
テストデータ

IN

OUT

チーム A

チーム B

31
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アプリケーション仮想化の適用事例（海外）

大手通信事業者

同時進行するテストによる追加のテストリソース要求に
より増大するテスト費用が課題でした。

 ソリューション: サービスを仮想化し複数のテスト
環境で再利用可能なテストケースを定義

 効果: テスト時間を50%短縮、3年で80万ドルの
費用を節約

資産2兆ドル超、グローバル金融企業

多くの異なる電文フォーマットを有するレガシーシステム
を次世代システムとして統合する必要がありました。

 ソリューション: テスト中の利用が困難な第三者
提供システムを仮想化

 効果: 手動テストの要する時間を10日から10分
に短縮。累積7億ドルの費用を節約。

米国保険大手

複雑化するSOA及びWebサービスのテストは手動で
は十分に行えませんでした。

 ソリューション:レガシーシステムの機能を仮想化

 効果: テストの95%を2時間まで短縮。また、
料率計算のテストの94％を320時間まで短縮。

企業統合を行った大手製造業

従来レンタルしていたシステム基盤を社内標準ミドルウ
ェアプラットフォームに以降する必要がありました。

 ソリューション: 移行期間中に利用できなくなる
重要システムを仮想化。

 効果: 当初予定より2ヶ月短い6ヶ月で完全移行
を完了。システム基盤のレンタル及び関連の第三
者システム費用を削減。
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